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1．はじめに 
 近年コンピュータ, スマートフォンやタブレットの普及に

よってインターネットトラフィックが年々増加しており, ネ

ットワークの大容量化が求められている. 現在ネットワーク

の大容量化ためにマルチコアファイバやモード分割多重など

の空間分割多重が研究されている. 本研究室ではモード分割

多重の実現のためにサブキャリア多重MIMO伝送について研

究しており, サブキャリア多重 MIMO 伝送では複数の信号の

干渉による劣化が生じるため, 拡散変調を行い,干渉劣化を避

けている. 本報告では直接変調した LD ではチャーピングに

より光のスペクトルが広がる性質を利用して,干渉の低減を

検討したのでその結果を示す. 

 

2．実験構成 
図 1 に実験構成を示す. 1GHz の副搬送波を 100Mbpsの疑似ラ

ンダム信号 PRBS を27-1で BPSK 変調し, 波長 1.6 ㎛の DFB-

LD を直接変調した. 変調後, 2 つの信号をカップラに入れ, 

1km の GI ファイバー(OM2)を伝送し, カップラで 2 つに分け

受光し, ZF 法で復調した[1]. 印加電流を 2.7mA から 6mA ま

で変化させ特性を評価した.  

 

3．結果 
 図 2 は 2 つの LD の周波数差と復調信号の EVM の依存性

を示したものである . 図 2 を見てみると周波数差 0GHz, 

2GHz,1GHz の順に EVM が悪くなっており, 1.5GHz と 0.5GHz

のときはあまり EVM が悪くなっていないことが分かる. こ

れは 2 つの信号の干渉によって発生した成分が信号を復調す

る際に必要な成分に対して干渉してしまったためである.こ

れを受けて, 周波数差 0GHz において変調度 m を変化させ

ることで EVM を改善することにした. 

 図 3はそれぞれの LDの変調度とスペクトル幅の関係を示し

たものである. 図 3 を見てみると, 変調度が大きくなるほど

スペクトル幅が広がることが分かる.  

 図 4 はそれぞれの LD の変調度と EVM の関係を示したもの

である. 図 4を見てみると, 変調度が大きくなるほど, EVMが

良くなっていることが分かる. 図 4 の中のコンスタレーショ

ンは矢印で指している EVM のときのコンスタレーションで

ある. 左側のコンスタレーションはほとんどスペクトルが拡

散されていないため, 非常に歪なコンスタレーションとなっ

ていいるが, 右側のコンスタレーションは十分にスペクトル

幅が広がっているため, 綺麗なコンスタレーションとなって

いる.  

 これらを合わせて考えると変調度が大きくなるほどスペク

トル幅が広がり, EVM が良くなると 

 

4．まとめ 
 本報告で, 周波数差と EVM の依存性, 変調度とスペクトル

幅の関係, 変調度と EVM の関係を確認できた. 
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図1. 実験構成 

 

                       

 
図2. 周波数差とEVMの依存性 

 
図3. それぞれのLDの変調度とスペクトル幅 

 

 
図4. それぞれのLDの変調度と出射された信号のEVM 

 


